
区分 番　号 件　　　　名 概　　　　要 審査した委員会 7 5 3 2 2 2 1
 〔市長提出〕

条　
例

議第22号 三条市児童クラブ条例の一部
改正について

子育て支援の充実を図るため、三条市さんさん児童クラブにおい
て、発達障がい等のある児童を受け入れる場を増設することから、
必要な改正を行うもの 
施行期日：令和３年４月１日

総務文教常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第23号
三条市子ども
医療費助成条例の
一部改正について

子育て家庭の経済的負担の軽減を図るため、子ども医療費の助成
対象期間を拡大することから、必要な改正を行うもの 
施行期日：令和３年８月１日

総務文教常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第24号 三条市国民健康保険条例の一
部改正について

新型インフルエンザ等対策特別措置法の一部改正に伴い、規定の
整理を行うため、必要な改正を行うもの 
施行期日：公布の日

市民福祉常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第25号 三条市介護保険条例の一部改
正について

第８期介護保険事業計画の実施に伴い、保険料率の額の改定を行
うことなどから、必要な改正を行うもの 
施行期日：令和３年４月１日

市民福祉常任委員会 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第26号
三条市指定地域密着型サービ
スの事業の人員、設備及び運営
に関する基準等を定める条例等
の一部改正について

指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基
準等が見直されたことから、本市においてもこれに準じるため、必要
な改正を行うもの 
施行期日：令和３年４月１日

市民福祉常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第27号 三条市道路占用料条例の一部
改正について

地価水準等を勘案して国が管理する国道に係る占用料が改正されたこ
とを踏まえ、県が管理する国道および県道に係る占用料の見直しが行わ
れたことから、本市においてもこれに準じるため、必要な改正を行うもの 
施行期日：令和３年４月１日

経済建設常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第28号 三条市奨学金貸与条例の一部
改正について

三条市立大学の開学に伴い、奨学金の対象者を拡充することから、
必要な改正を行うもの 
施行期日：令和３年４月１日

総務文教常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第29号
三条市消防団員の定員、任免、
給与、服務等に関する条例の一
部改正について

消防団を中核とした地域防災力の充実強化を図るため、市内に通学する者を消防
団員に任用できるよう消防団員の要件を改めることから、必要な改正を行うもの 
施行期日：令和３年４月１日

総務文教常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

そ
の
他

議第30号 市道路線の認定及び変更につ
いて

認定路線　５路線　延長　　　　1,587.5ｍ 
変更路線　１路線　延長（増加分）　232.0ｍ 経済建設常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議第31号
長岡市及び三条市における公の
施設の相互利用に関する協定
の一部変更について

平成29年３月30日付けで長岡市と三条市との間に締結した公の施
設の相互利用に関する協定の対象施設から長岡市営中之島テニス
場を削除することから、協定の一部を変更するもの

総務文教常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第32号
三条市、燕市、加茂市、田上町及び弥彦
村並びに新潟県三条・燕総合グラウン
ド施設組合における公の施設の相互利
用に関する協定の一部変更について

令和元年12月20日付けで燕市、加茂市、田上町および弥彦村なら
びに新潟県三条・燕総合グラウンド施設組合と三条市との間に締結
した公の施設の相互利用に関する協定の対象施設に田上町地域学
習センターを追加することなどから、協定の一部を変更するもの

総務文教常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

予　
算

議第33号 令和２年度三条市一般会計補
正予算

国の補正予算による学校施設環境改善交付金の交付決定を受け、小中学校等の
冷房設備の改修などを行うほか、寄附金を受け行う科学教育用備品の購入や、
新型コロナウイルス感染症の影響の長期化による申請件数の増に伴う事業継続
等支援補助金等の増額に係る経費などについて、必要な予算措置を行うもの 
補正額　　　　 7億1,450万2,000円 
補正後の額　682億8,783万9,000円

総務文教常任委員会 
市民福祉常任委員会 
経済建設常任委員会

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第34号 令和３年度三条市一般会計補
正予算

小中学校等の冷房設備の改修工事などについて、より有利な財源を活用するため、
国の令和２年度補正予算による学校施設環境改善交付金の交付決定を受け、令和
２年度歳入歳出予算に改めて計上することに伴い、必要な予算措置を行うもの 
補正額　　　　　△5,332万円 
補正後の額　473億2,968万円

総務文教常任委員会 
市民福祉常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

報　
告

報第１号
専 決 処 分 報 告 に つ い て 

（令和２年度三条市一般会計補
正予算）

新型コロナウイルス感染症に罹患した職員およびその職員と接触した職員に
対してＰＣＲ検査を行うとともに、感染症に対する不安解消および感染拡大防
止のため、やむを得ず緊急事態宣言対象区域などの都道府県との往来を行っ
た者等のＰＣＲ検査に係る費用の一部を助成するほか、感染症の影響が長期
化している事業者に対する支援を行うため、必要な予算措置を行ったもの 
補正額　　　　　 8,369万1,000円 
補正後の額　 648億904万5,000円 
専決処分日：令和３年１月８日

総務文教常任委員会 
市民福祉常任委員会 
経済建設常任委員会

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　
認

報第２号
専 決 処 分 報 告 に つ い て 

（令和２年度三条市一般会計補
正予算）

新型コロナウイルス感染症に罹患した者の濃厚接触者となった児童
生徒等に対し、学校への登校等を再開する前にＰＣＲ検査を実施す
るほか、大崎学園における感染者と一定の接触があった児童生徒等
に対しＰＣＲ検査を実施するため、必要な予算措置を行ったもの 
補正額　　　 　　　　74万3,000円 
補正後の額　　 648億978万8,000円 
専決処分日：令和３年１月15日

総務文教常任委員会 
市民福祉常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　

認

報第３号
専 決 処 分 報 告 に つ い て 

（令和２年度三条市一般会計補
正予算）

大雪により亡くなられた方の遺族に対する災害弔慰金および不足
が見込まれる除排雪経費について、必要な予算措置を行ったもの 
補正額　　　　　　　3億5,500万円 
補正後の額　 651億6,478万8,000円 
専決処分日：令和３年２月10日

総務文教常任委員会 
市民福祉常任委員会 
経済建設常任委員会

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　
認

報第４号
専 決 処 分 報 告 に つ い て 

（令和２年度三条市一般会計補
正予算）

国の補助金等を受け、新型コロナウイルスワクチンの接種体制の確保および
ワクチンの接種を行うほか、感染症の影響の長期化により申請件数の増が見
込まれる事業継続等支援補助金等について、必要な予算措置を行ったもの 
補正額　　　    9億1,280万5,000円 
補正後の額　660億7,759万3,000円 
専決処分日：令和３年２月16日

総務文教常任委員会 
市民福祉常任委員会 
経済建設常任委員会

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　
認

 〔議員発案〕
議員発案

第１号
三条市議会会議規則の一部改
正について

議会および委員会の欠席事由ならびに請願書の提出方法の見直し
を行うため、必要な改正を行うもの　施行期日：公布の日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議

決

結

果

無

所

属

未
来
へ
の
風
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土
里
の
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団
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ラ
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議　案　賛　否　一　覧 ○：議案に対して賛成　×：議案に対して反対

会　  　派　　 名
(下段は所属議員数）

議　　　　案

PICK 
UP

3月定例会では
6会派が大綱質疑を
行いました。

 Check!
令
和
３
年
度
は
感
染
症
対
応
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
あ
り
、市
政
運
営
に
当
た
っ

て
は
大
変
難
し
い
年
に
な
る
と
思
う
が
、そ
の

よ
う
な
中
で
ど
の
点
で
し
っ
か
り
と
守
り
、
そ

し
て
し
っ
か
り
と
攻
め
る
と
考
え
る
の
か
。

新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
っ
て

一
般
財
源
の
減
収
が
見
込
ま
れ
る
が
、

当
市
の
財
政
運
営
を
安
定
的
に
継
続
さ
せ
る
た

め
に
も
、
守
る
べ
き
規
律
を
し
っ
か
り
と
守
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
子
育
て
世
代
が
選
び
た
く
な

る
ま
ち
な
ど
に
掲
げ
た
新
た
な
施
策
を
着
実
に

推
進
し
て
い
く
こ
と
、
つ
ま
り
し
っ
か
り
と
攻

め
て
い
く
こ
と
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
つ
い
て
「
コ
ロ

ナ
後
」
の
施
策
に
力
点
が
置
か
れ
て
い

る
。
年
末
年
始
に
発
症
が
相
次
い
だ
こ
と
も

あ
り
、
再
感
染
の
可
能
性
も
あ
る
。
ど
う
感

染
者
を
広
め
な
い
か
の
方
針
が
必
要
で
は
な

い
か
。感

染
拡
大
防
止
は
、
３
密
の
回
避
、
手

指
消
毒
、
マ
ス
ク
着
用
な
ど
基
本
的
取

り
組
み
の
徹
底
が
重
要
だ
。
ワ
ク
チ
ン
接
種

は
４
月
下
旬
以
降
順
次
実
施
予
定
だ
。
今
後

は
、
感
染
防
止
策
を
基
本
に
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
進
め
る
こ
と
が
感
染
拡
大
の
防
止
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

待
機
児
童
解
消
の
た
め
に
必
要
な
保
育

士
は
確
保
で
き
た
の
か
。

年
度
当
初
は
確
保
で
き
た
。
途
中
入
所
に

必
要
な
人
数
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。

Q

Q

Q

令
和
３
年
度
三
条
市

一
般
会
計
予
算

議
第

1
号

衆
議
院
選
挙
も
間
近
の
よ
う
だ
が
、
投

票
率
向
上
の
た
め
、
地
区
住
民
の
利
便

性
を
考
え
投
票
所
を
大
崎
会
館
へ
戻
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

４
月
以
降
に
公
示
ま
た
は
告
示
さ
れ
る

選
挙
に
つ
い
て
は
、
農
業
体
験
交
流
セ

ン
タ
ー
か
ら
大
崎
会
館
に
投
票
所
を
変
更
す
る

方
向
で
検
討
し
た
い
。

Q

施
政
方
針

災
害
に
備
え
た
地
域
の
強
靭
化
に
向
け

て
、
各
雨
水
幹
線
系
統
の
排
水
路
や
調
整

池
の
整
備
に
引
き
続
き
取
り
組
む
と
あ
る
が
、

今
後
水
害
対
策
と
し
て
重
点
的
に
整
備
を
行
う

地
区
が
あ
る
の
か
。

現
在
重
点
的
に
整
備
を
行
う
と
定
め
る

も
の
は
な
い
が
、
市
街
地
の
浸
水
被
害

Q

の
軽
減
を
図
る
た
め
、
嵐
北
地
区
、
嵐
南
地

区
に
お
い
て
対
策
を
進
め
て
い
る
。

県
内
で
最
も
遅
れ
て
い
た
子
ど
も
医
療

費
助
成
の
対
象
年
齢
引
き
上
げ
が
行
わ

れ
る
。
引
き
上
げ
に
踏
み
切
っ
た
理
由

は
何
か
。

若
者
世
代
の
子
育
て
に
か
か
る
経
済
的

負
担
へ
の
支
援
が
、
他
の
自
治
体
と
比

較
し
て
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
医
療
費
の
拡

充
は
市
長
選
で
市
民
に
訴
え
た
重
点
ポ
イ
ン

ト
だ
。

Q

コ
ロ
ナ
禍
の
今
こ
そ
災
害
の
た
め
の
財

政
調
整
基
金
20
億
円
を
使
う
べ
き
で
は

な
い
か
。

感
染
症
拡
大
の
影
響
等
に
目
を
配
り
つ

Q

つ
国
県
の
動
向
を
踏
ま
え
、
総
合
的
に
勘
案

し
必
要
な
措
置
を
慎
重
に
検
討
す
る
。

中
山
間
地
域
の
農
業
支
援
策
に
つ
い
て

高
付
加
価
値
か
ら
規
模
拡
大
へ
と
方
向

性
が
変
わ
っ
た
の
か
。

規
模
拡
大
と
高
付
加
価
値
は
方
向
性
が

相
違
し
な
い
。
中
山
間
地
域
な
ら
で
は

の
高
付
加
価
値
化
に
も
取
り
組
む
。

Q

感
染
防
護
資
材
の
備
蓄
は
何
か
。
備
蓄

場
所
は
ど
こ
か
。
ど
う
活
用
す
る
の
か
。

資
材
は
マ
ス
ク
、
フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル

ド
、
ナ
イ
ロ
ン
キ
ャ
ッ
プ
、
そ
れ
ぞ
れ

1
万
個
を
予
定
。
備
蓄
場
所
は
、
旧
須
頃
保

育
所
で
あ
る
。
福
祉
施
設
、
介
護
事
業
所
お

よ
び
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
先
で
利
用

者
の
感
染
者
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
で
き
る
緊
急
的
に
貸
与
す
る
こ
と

を
想
定
し
て
い
る
。

Q

燕
三
条
工
場
の
祭
典
に
つ
い
て
、コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
、
少
人
数
ツ
ア
ー
の
通
年

で
の
開
催
は
、
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
か
。

地
域
内
の
見
学
で
き
る
工
場
を
半
日
か

ら
1
泊
2
日
の
行
程
で
通
年
ツ
ア
ー
を

Q

計
画
し
て
い
る
。
付
加
価
値
の
高
い
ツ
ア
ー

で
当
地
域
の
コ
ア
な
フ
ァ
ン
の
獲
得
を
図
っ

て
行
き
た
い
と
考
え
る
。

初
め
て
の
予
算
編
成
の
感
想
と
期
待
す

る
効
果
を
問
う
。

財
政
状
況
に
よ
り
公
約
の
実
現
に
抑
制

的
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
子
育

て
世
代
が
安
心
で
き
る
環
境
の
整
備
で
若
者
が

選
び
た
く
な
る
ま
ち
の
実
現
に
つ
な
げ
る
。

Q

森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途
は
税
の
趣

旨
に
合
致
し
て
い
る
の
か
。

森
林
経
営
計
画
作
成
区
域
の
間
伐
・
民

有
林
造
林
事
業
、
荒
廃
し
た
里
山
の
整

備
、林
道
の
管
理
・
修
繕
等
に
充
当
す
る
。

Q

PICK 
UP

45


